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握を困難にしている。   
それ故に、細部を見る前に、主要な図像体系の配置と、図像様式の主要な発  
展段階を概観しておくことが便利であろう。  
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形で終る。   
SiciliaのNoman系聖堂は、いづれもこのビザソツのプロトタイプに大筋  
において忠実だったといえるであろう。   
これに比べてSan Marco寺院の図像配置は、最初からかなり趣がちがって  
いる。   
5個の大円董のすべてが「永遠の眞理」の循環の場というわけではない。大  
円蓋のうち、この超越的な世界の場となるのは縦軸に沿った3個の大円葦のみ  






















のキリストの受難から復活までの劇的な緊迫感にみちた場面などである。   
シナーリアにおけるゲーテ  
■I′′   
このキリストの生涯の主要場面を中心に、キリストの奉賛が主軸の左右に複  
掛こ展開する。主題に重複も多く、主題の時間的継起の順序からも、画像の配  








シック式バラ窓をかこむ大7←チ（H）上のキリストの奇蹟図（15世紀トスカー   
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ナ派の作品）、同じく「秘蹟の祭壇」AltaredelSacramento（49，50）にかか  
る大アーチ扶腹面および無量壁面の「キリストの奇跡」（12世紀）－配列の恨  




























スクの潮流に浸きれていたことが窺うことができる。   
Venezia共和国ゆかりの聖人は、聖Nicholas、聖Clernente、聖Blaise、聖  


































アーチともいう）（1）、第2アーチ（2）、第3アドチ（中央アーチ）、第4アーチ   















ワンポ 事蹟とは関係なく、最後の審判や、キリストの礫刑、辺獄への下降、復活、昇  































にする。   
いま、いくつかの主要な発展段階にわけて考えると、大体次のようになる。  
Ⅰ期  
11世紀。総督I）omenicoSelvo時代（1071」∋5）   
すでに一部述べたが聖Marco寺院は総督GiovanniPartecipazioゐ時代の  













これらはビザンツと並んで、初期ラヴェソナ派の系譜をつぐ土着の流派の影響   
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が強く、特に最初のものはその硬屈したアルカイックな画像からギリシアのホ  
シオス・ルーカス修道院の図像との関連が指摘されている。  





























（左上）、「栄光の永遠の父」（中央。これは17世紀の修復）、「弟子の脚を洗うキ   

























ⅠⅠⅠ期13世紀前半   
この時期はロマネスクの最盛期である。聖Marco寺院のモザイクの相当部  
分はこの時期に属し、かなり複雑であるので主要部分を左右にわけ図式に示す。  
左  側  
聖母の祭壇（71）壁面一部  
キリストの事蹟  
右  側  
秘蹟の祭壇の上のヴオールト（49）  
キリストの寓話と奇蹟   
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中央身廊右側廊ヴオールト、側   
壁（31）  




聖イシドールスの礼拝堂（77）グ   
オールト  
キリストの奇蹟（前のつづき）  
中  央  部  
西大アーチ（「受難のアーチ」）（D）  
キリストの処刑から復活まで  
この他にも、原画はこの時代の制作であるが、後世に修復したものも多い。   
このうち特に有名なのほ、イタリア・ロマネスク絵画の最高傑作とされる西  
大アpチ（D）の「キリストq）安静け」Maestro dell’Passioneと、中央身廊右  














をもりあげ、「礫刑」の場面の人間的な解釈において、ロマネスク絵画の原形と   























に多いことがあかる。   
また、技術的な点でも質量ともにこの時期がVenezia・モザイクの頂点に達  








の時期に前後してSiciliaにもVeneziaの工匠が渡来してMonrealeなどのモ   
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ザイク施工に携わった。VeneziaとSjciliaの芸術様式が交流するのほまさに  



















・創世記の小円葦（12）：   
円蓋部一天地創造の逸話。24の説話を≡条の帯に配置。聖Clemente門と  
総督Zenの礼拝堂への扉のリュネットーカインとアペルの物語。  




・小円葦（16）：   
円蓋部－アブラハムの説話（15話）。「里ペテロの扉」の上のリュネットお  
よび広場側扉上のリュネットーアブラハムの説話の続き（4話）。  
・ヴオールト（17）：   
シチーリアにおけるゲ⊥テ   
聖シモンと聖アリピウス  
・小円董（18）：   
円蓋部－ヨゼフの説話（12話）。三角小間－4人の預言者。「聖アワビウ  
スの門」（1）の上のリュネットーソロモンの審判など2話（14－16世紀の作品）。  
カリタ ・ヴォ‥－ルト（19）：聖人像二体および慈悲の寓意像（後世の改修）  




・ヴオールト（21）：聖人像4体および希 望の寓意像。  





















性格よりも叙述的・物語的性格が強まり、ひいては構図や色彩の奔放さを生ず   
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ることともなった。   
全般的にみて、Atriumの図像は第ⅠⅠⅠ期のマニエリスティツクな傾向をさ  
らに極端に推進したものといえよう。これは構図と色彩の両方について云うこ  


























な劇的効果をあらわしているといえよう。   
次にAtrlumの後半部であるが、この部分は1258年頃から1280年頃に完成  
された。同時代のものとしてすでに述べたように、正面ファサ←ド左端の  
Sant’Alipioの門のリュネットの「聖Marcoの遺骸の搬入」の場面と、聖   
シチーリアにおけ■るゲーテ  
I．eonardoの円蓋下の側壁の「聖Marcoの遺骸の再発見」の場面のモザイク  































時のこの聖堂の建物の外部（正面ファサード）と内部を描いている点で有名な   
桂   芳 樹  亡■さ  
ことはすでに触れたが、両者とも建物の前（または内部）で聖遺物を迎える聖  
職者や総督や婦人らの痩身の体形や様式化された衣服の細かい襲や建物の細密  




























響の交錯するこの時代に、PaoloVene飢anOなどを先駆とする絵画の流派が生   
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まれた。そして、ビザソツの影響力の衰退とともに15世紀初頭にはVenezia■  



























体験というべきものなのであろう。   
聖Marco寺院の内部空間もこれと同じものである。朝、員が昇り夕方日が  
没するまでそれは猛烈な勢いで変化する。朝、太陽は東方の後陣背後の窓から  
昇り、昼に太陽が南中すると／ミラ窓から光を注ぐ。そして夕方はファサード中   












Goetheの胸中には「色彩論」の構想が去釆していたのである。   
このような意識のGoetheにとってSiciliaやVeneziaのビザンツ芸術の始  
源の体験は如何なる意味をもったのであろうか？   
またGoetheは後に再びGothique芸術に回帰するが、その際にGoetheの  
ビザソツ芸術の体験は如何なる意味があったであろうか？   
さらにまた、Goetheは後年、イスラム世界に関心を抱き、「西東詩集」をあ  
らわすが、Sicillaのイスラム世界との接触は、この作品にいかなる形で反映さ  
れているであろうか？   
次回ではGoetheのNorman芸術の体験を総括し、上記の詰問騒を考察す  
る予定である。  
（続稿：シチーリアにおけるゲーテ その六）  
〔略号ほ文献の項目に示してある〕   
個版出典）   
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